
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の発光体を実装した絶縁基板と、
前記絶縁基板上に装着され、前記複数の発光体から発せられる光を案内する複数の光導出
穴を有する反射板と、
前記反射板上に装着され、前記複数の光導出穴を通過する光を散乱させながら透過させる
複数の表示セグメントが形成された拡散シートとを備え、
前記複数の発光体を選択的に発光させることにより前記複数の表示セグメントで数字、記
号等を表示するようにしたディジタル表示器において、
前記反射板の光導出穴を、外形寸法が同一サイズで表示桁数の異なる複数種類の拡散シー
トの表示セグメントに対向する全ての位置に形成することにより、異なる表示桁数に対し
て前記反射板を共通化したことを特徴とするディジタル表示器。
【請求項２】
７セグメント式のディジタル表示を行うディジタル表示器であって、
Ｎ桁表示（Ｎは複数）を行う拡散シートを装着した場合に、各桁表示部間に、Ｎ桁表示で
は使用されない光導出穴が上中下の３箇所ずつ存在し、
Ｎ－１桁表示を行う拡散シートを装着した場合に、前記Ｎ桁表示では使用されなかった光
導出穴とその左右両側に隣接する光導出穴とを組み合わせてＮ－１桁の７セグメント表示
を行うように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のディジタル表示器。
【請求項３】
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前記反射板に係合部を形成し、パチンコ機の入賞装置又は球通過装置の前面カバーに形成
した被係合部に前記係合部を係合させることにより、前記前面カバーに組み付けられてい
ることを特徴とする請求項１又は２に記載のディジタル表示器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）等の発光体を選択的に発光させることにより
数字、記号等を表示するようにしたディジタル表示器に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、ＬＥＤディジタル表示器は各種の表示装置として広く使用されており、一般的
には、図５に示すように、絶縁基板１１に各表示セグメント１５毎にＬＥＤチップ１２を
１個ずつ実装し、絶縁基板１１上に光導出穴１３を有する反射板１４を装着すると共に、
この反射板１４上に、ＬＥＤチップ１２の光を散乱させながら透過させる表示セグメント
１５が形成された拡散シート１６を貼着した構成としたものが多い。また、近年ではコス
ト削減の観点から、製品仕様に応じて表示桁数が異なる場合でも、外形寸法が同じサイズ
のディジタル表示器を組み付ける仕様にすることで、製品の一部の部品を共通化できるよ
うにすることがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ディジタル表示器の表示桁数を変更する場合には、▲１▼絶縁基板１１に実装
するＬＥＤチップ１２の個数・位置の変更、▲２▼反射板１４の光導出穴１３の個数・位
置の変更、▲３▼拡散シート１６の表示セグメント１５の個数・位置の変更を必要として
いた。このため、共通化できる部品数が極めて少なく、コスト削減幅が少なかった。特に
、反射板１４はプラスチックの成形品が用いられるため、表示桁数の変更に伴って、製作
費用が高価な成形金型も変更する必要があり、成形コストが高くつくばかりか、成形品の
在庫管理も面倒であるという欠点があった。
【０００４】
本発明はこのような事情を考慮してなされたものであり、従ってその目的は、異なる表示
桁数に対して反射板を共通化することができて、コスト削減の要求を満たすことができる
と共に、反射板の在庫管理を容易にすることができるディジタル表示器を提供することに
ある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明の請求項１は、
複数の発光体を実装した絶縁基板と、
前記絶縁基板上に装着され、前記複数の発光体から発せられる光を案内する複数の光導出
穴を有する反射板と、
前記反射板上に装着され、前記複数の光導出穴を通過する光を散乱させながら透過させる
複数の表示セグメントが形成された拡散シートとを備え、
前記複数の発光体を選択的に発光させることにより前記複数の表示セグメントで数字、記
号等を表示するようにしたディジタル表示器において、
前記反射板の光導出穴を、外形寸法が同一サイズで表示桁数の異なる複数種類の拡散シー
トの表示セグメントに対向する全ての位置に形成することにより、異なる表示桁数に対し
て前記反射板を共通化したものである。
【０００６】
この構成によれば、表示桁数の異なる複数種類の拡散シートの表示セグメントに対向する
全ての位置に反射板の光導出穴が形成されているので、表示桁数の異なる複数種類の拡散
シートのいずれを装着した場合でも、全ての拡散シートの表示セグメントが反射板のいず
れかの光導出穴に対向した状態となる。この際、表示セグメントに対向しない光導出穴は
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、拡散シートの遮光部（光を通さない部分）で閉塞され、外部に露出することはない。こ
れにより、異なる表示桁数に対して反射板を共通化することが可能となる。
【０００７】
本発明を７セグメント式のディジタル表示器に適用する場合には、請求項２のように、Ｎ
桁表示（Ｎは複数）を行う拡散シートを装着した場合に、各桁表示部間に、Ｎ桁表示では
使用されない光導出穴が上中下の３箇所ずつ存在し、Ｎ－１桁表示を行う拡散シートを装
着した場合に、前記Ｎ桁表示では使用されなかった光導出穴とその左右両側に隣接する光
導出穴とを組み合わせてＮ－１桁の７セグメント表示を行うように構成すると良い。
【０００８】
この構成では、Ｎ桁表示からＮ－１桁表示へ変更すると、各桁の表示位置が半桁ピッチだ
け表示器の中央側へずれる。これにより、Ｎ桁表示とＮ－１桁表示のいずれの場合でも、
表示位置を表示器の中央に揃えることができる。
【０００９】
また、本発明のディジタル表示器をパチンコ機の球通過装置の前面カバーに取り付ける場
合、請求項３のように、反射板に係合部を形成し、パチンコ機の入賞装置又は球通過装置
の前面カバーに形成した被係合部に前記係合部を係合させることにより、該前面カバーに
ディジタル表示器を組み付けるようにすると良い。これにより、入賞装置又は球通過装置
の前面カバーへのディジタル表示器の組付けを係合という極めて簡単な作業で行うことが
できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図１乃至図４に基づいて説明する。まず、ディジタル表示器
２１の構成を説明する。絶縁基板２２としてフィルム基板（フレキシブル配線基板）を用
い、このフィルム基板２２の所定位置に複数のＬＥＤチップ２３（発光体）が実装されて
いる。１桁の７セグメント表示［図１（ａ）］の場合には、合計７個のＬＥＤチップ２３
が実装され、２桁の７セグメント表示［図１（ｂ）］の場合には、合計１４個のＬＥＤチ
ップ２３が実装されている。
【００１１】
一方、反射板２４はプラスチックの一体成形により形成され、その上辺部に係合部２５が
一体に形成されている。この反射板２４には、ＬＥＤチップ２３から発せられる光を案内
する複数の光導出穴２６ａ，２６ｂが形成されている。この場合、１桁表示と２桁表示の
いずれの場合でも同一サイズの反射板２４を使用できるようにするために、光導出穴２６
ａ，２６ｂの合計個数は１７個（＝７＋３＋７）に設定されている。つまり、２桁表示の
場合に使用する７＋７個の光導出穴２６ａに加え、２桁表示では使用されない光導出穴２
６ｂが２桁表示位置の中間の上中下３箇所に形成されている。そして、１桁表示の場合に
は、２桁表示では使用されなかった３個の光導出穴２６ｂと、その左右両側に隣接する２
＋２個の光導出穴２６ａとを組み合わせて１桁の７セグメント表示を行うようになってい
る。
【００１２】
この反射板２４は、フィルム基板２２の取付ベースとしても機能し、図３に示すように、
反射板２４の裏面の複数箇所に一体成形された取付突起２７に、フィルム基板２２に形成
された各取付孔２８を嵌合させた状態で、各取付突起２７の先端部をかしめるように熱変
形させることにより、反射板２４の裏面にフィルム基板２２を固定し、各ＬＥＤチップ２
３を光導出穴２６ａ又は２６ｂ内に位置させている。
【００１３】
一方、反射板２４の表面には拡散シート２９が貼着されている。この拡散シート２９は、
図１及び図２に示すように１桁表示用と２桁表示用の２種類があり、両者は外形寸法が同
じサイズになっている。１桁表示用の拡散シート２９には７個の表示セグメント３０が形
成され、２桁表示用の拡散シート２９には７＋７個の表示セグメント３０が形成されてい
る。各表示セグメント３０は、ＬＥＤチップ２３が存在する光導出穴２６ａ又は２６ｂに
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対向し、ＬＥＤチップ２３の光を散乱させながら透過させる。この拡散シート２９の表示
セグメント３０以外の部分は、光を通さない遮光部分となっており、この遮光部分によっ
て、ＬＥＤチップ２３が存在しない光導出穴２６ａ又は２６ｂが閉塞される。
【００１４】
以上のように構成されたディジタル表示器２１は、図４に示すように、パチンコ機の入賞
装置である電動チューリップ３１の前カバー３２に組み付けられている。電動チューリッ
プ３１の前カバー３２には、ディジタル表示器２１を嵌め込むための開口部３３が形成さ
れ、この開口部３３の上縁部に、ディジタル表示器２１の係合部２５に対応して被係合部
３４が形成され、これら係合部２５と被係合部３４との係合によりディジタル表示器２１
が前カバー３２に組み付けられている。
【００１５】
以上説明した実施形態によれば、反射板２４には、２桁表示の場合に使用する７＋７個の
光導出穴２６ａに加え、２桁表示では使用されない光導出穴２６ｂが２桁表示位置の中間
の上中下３箇所に形成されているため、１桁表示の場合には２桁表示では使用されなかっ
た３個の光導出穴２６ｂと、その左右両側に隣接する２＋２個の光導出穴２６ａとを組み
合わせて１桁の７セグメント表示を行うことができて、１桁表示と２桁表示とで反射板２
４を共通化することができ、従来に比して反射板２４の成形コストを大幅に削減すること
ができて、コスト削減の要求を満たすことができると共に、反射板２４の在庫管理を容易
にすることができる。しかも、２桁表示では使用されない光導出穴２６ｂを２桁表示位置
の中間の上中下３箇所に形成することで、２桁表示位置の中間に１桁の７セグメント表示
を行うことができて、１桁表示と２桁表示のいずれの場合でも、表示位置をディジタル表
示器２１の中央に揃えることができ、表示の見栄えを良くすることができる。
【００１６】
尚、上記実施形態は、２桁表示と１桁表示との間で反射板２４を共通化するものであるが
、３桁表示と２桁表示、４桁表示と３桁表示との間で反射板を共通化するようにしても良
く、要は、Ｎ桁表示とＮ－１桁表示（Ｎは複数）との間で反射板を共通化する場合には、
Ｎ桁表示を行う拡散シートを装着した場合に、各桁表示部間に、Ｎ桁表示では使用されな
い光導出穴が上中下の３箇所ずつ存在し、Ｎ－１桁表示を行う拡散シートを装着した場合
に、前記Ｎ桁表示では使用されなかった光導出穴とその左右両側に隣接する光導出穴とを
組み合わせてＮ－１桁の７セグメント表示を行うようにすれば良い。このように構成すれ
ば、Ｎ桁表示からＮ－１桁表示へ変更すると、各桁の表示位置が半桁ピッチだけ表示器の
中央側へずれ、Ｎ桁表示とＮ－１桁表示のいずれの場合でも、表示位置を表示器の中央に
揃えることができる。
【００１７】
また、３桁表示以上の場合には、Ｎ桁表示、Ｎ－１桁表示、Ｎ－２桁表示、…の３種類以
上の異なる表示桁数に対して反射板を共通化することも可能である。例えば、変更可能な
最大桁数が３桁表示の場合、２桁表示に変更するときは、各桁の表示位置を３桁表示の位
置から半桁ピッチだけ表示器の中央側へずらし、更に、１桁表示に変更する場合には、３
桁表示の場合の中間桁の表示のみを利用すれば良い。
【００１８】
また、ディジタル表示器２１を電動チューリップ３１の前カバー３２に取り付ける場合、
上記実施形態では、反射板２４に係合部２５を形成し、これを電動チューリップ３１の前
面カバー３２に形成した被係合部３４に係合させることにより、前面カバー３２にディジ
タル表示器２１を組み付けるようにしたので、前面カバー３２へのディジタル表示器２１
の組付けを係合という極めて簡単な作業で行うことができ、パチンコ機の組立能率も向上
することができる。但し、本発明はディジタル表示器２１の組付構造をねじ止め等に適宜
変更しても良く、この場合でも本発明の所期の目的を十分に達成できる。
【００１９】
その他、本発明のディジタル表示器は、パチンコ機の電動チューリップ等の入賞装置の他
に、球通過装置の前面カバーに取り付けても良く、勿論、パチンコ機以外のゲーム機や一
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般の電気・電子装置のディジタル表示器として用いても良い。また、フィルム基板２２に
代えて通常の樹脂製の絶縁基板を用いるようにしても良く、更には、絶縁基板と反射板及
び拡散シートとの装着構造についても種々変更して実施できることは言うまでもない。
【００２０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の請求項１によれば、反射板の光導出穴を、表示
桁数の異なる複数種類の拡散シートの表示セグメントに対向する全ての位置に形成するよ
うにしたので、異なる表示桁数に対して反射板を共通化することができ、コスト削減の要
求を満たすことができると共に、反射板の在庫管理を容易にすることができる。
【００２１】
しかも、請求項２のように、Ｎ桁表示（Ｎは複数）を行う拡散シートを装着した場合に、
各桁表示部間に、Ｎ桁表示では使用されない光導出穴が上中下の３箇所ずつ存在し、Ｎ－
１桁表示を行う拡散シートを装着した場合に、前記Ｎ桁表示では使用されなかった光導出
穴とその左右両側に隣接する光導出穴とを組み合わせてＮ－１桁の７セグメント表示を行
うようにしたので、Ｎ桁表示からＮ－１桁表示へ変更したときに、各桁の表示位置を半桁
ピッチだけ表示器の中央側へずらすことができて、Ｎ桁表示とＮ－１桁表示のいずれの場
合でも、表示位置を表示器の中央に揃えることができ、表示の見栄えを良くすることがで
きる。
【００２２】
また、請求項３では、反射板に形成した係合部を、パチンコ機の入賞装置又は球通過装置
の前面カバーに形成した被係合部に係合させることにより、前面カバーにディジタル表示
器を組み付けるようにしたので、前面カバーへのディジタル表示器の組付けを係合という
極めて簡単な作業で行うことができ、パチンコ機の組立能率も向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示すもので、（ａ）は１桁表示の場合のディジタル表示器
の分解斜視図、（ｂ）は２桁表示の場合のディジタル表示器の分解斜視図である。
【図２】（ａ）は反射板の正面図、（ｂ）は１桁表示用拡散シートの正面図、（ｃ）は２
桁表示用拡散シートの正面図である。
【図３】ディジタル表示器の部分拡大縦断側面図である。
【図４】電動チューリップの正面図である。
【図５】（ａ）は従来のディジタル表示器の表示部の平面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ断
面図である。
【符号の説明】
２１…ディジタル表示器、２２…フィルム基板（絶縁基板）、２３…ＬＥＤチップ（発光
体）、２４…反射板、２５…係合部、２６ａ及び２６ｂ…光導出穴、２７…取付突起、２
８…取付孔、２９…拡散シート、３０…表示セグメント、３１…電動チューリップ（入賞
装置）、３２…前カバー、３３…開口部、３４…被係合部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(6) JP 3565451 B2 2004.9.15



【 図 ５ 】
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